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図10 地機 の分 布

   0一 イラ ン系民族 の汎用機

   ● 一テ ユルク系民族の汎用機

   ⑲ 一モ ンゴル系民族の汎用機

   @一 イラ ン系民族の特殊織物専用機

   ◎ 一テ ユル ク系民族の特殊織物専 用機

は、汎用的な14例の地機と特殊織物専用機としての

2例 の地機を区別して論述する。

 まず、汎用的な地機の構造 ・機能論的な視点か ら

の型式分類では、14例 の地機は、経糸保持具の保持

方式が固定式であることと、開口具の基本構成型式

が単式輪状綜続型であることでは共通していること

か ら、経糸保持具の構成型式、整経方式、開口具の

設置方式、綜続固定具の違いが重要である。前節で

述べているように、経糸保持具の構成型式は、杭型、

杭 ・横木型(杭 ・紐型)、 横木型(紐 型)の3種 類

に分類 しているが、杭型は、さきの細紐を織るため

の専用の地機 【UGF-2】 に認められる構成型式であ

る。 したがって、経糸保持具の構成 型式は、杭 ・横

木型(杭 ・紐型)と 横木型(紐 型)の2型 式となる。

また、整経方式については、平整経式、輪状整経式、

擬似輪状整経式の3種 類がある。そ して、開口具の

設置方式については、綜続固定 ・開口保持棒可動式、

綜続固定 ・開口保持板可動式、綜続 ・開口保持棒可

動式の3種 類の方式があるが、綜続 ・開口保持棒可

動式 は、 さきの細紐 を織 るため の専用 の 地機

【UGF-2】 にのみ認め られる方式であり、この方式

を除 く2方 式が汎用的な地機の開口具の設置方式で

ある。さらに、綜続固定具については、逆Y字 形を

呈 して綜続を下から支えて固定 しているもの、石、

木片、缶などを利用 して綜続 を下から支えて固定 し

ているもの、三脚を使用 して綜続を上から吊るして

固定 しているもの、弓状の棒に綜続を紐で吊り下げ

て 固 定 して い る もの な どの 違 い が あ る 。

 したが っ て 、 以 上 の よ う な違 い か ら、 汎 用 的 な地

機 につ い て は 、7種 類 の 型 式 に 分 類 され る。 そ れ ら

を 以 下 で は 、 便 宜 的 にGIBYF型 、 GIBYC型 、

GIBTC型 、 GIBUJ型 、 GISTJ型 、 G2SBF型 、

G2SYJ型 とす る 。 また 、 さ きの特 殊 織 物 専 用 の地 機

につ い て は、 同様 にG2XXF型 、 GXSFF型 と し、 以

下 に は 、 これ らの 型 式 に つ い て 、 個 別 に基 本 構 造 の

要 点 と分 布 を 記 す16)。な お 、 分 布 に つ い て は、 該 当

す る 地 機 の 国 別 の使 用 地域 、 お よ び、 民 族 グ ル ー プ

ご との 使 用 民 族 名 と コー ド番 号 を記 す 。

〈 汎 用 的 な地 機 の型 式 と分 布 〉

①GIBYF型

 こ のGIBYF型 の 地 機 の構 造 上 の 特 徴 と し て は 、

前 部 経 糸 保 持 具 が 杭(経 糸 保 持 棒)、 後 部 経 糸 保 持

具 が 横 木(経 糸 保 持 棒)、 あ る い は、 紐(経 糸 保 持

紐)で 構 成 さ れ て い る こ と、 開 口具 の 設 置 方 式 が 綜

続 固 定 ・開 口保 持 板 可 動 式 で あ る こ と、 綜 続 を逆Y

字 形 の 綜 続 固 定 具 に よ って 下 か ら支 え て 固 定 して い

る こ と、 整 経 方 式 が 平 整 経 式 で あ る こ とが あ げ られ

る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の とお りで あ る 。

(図11)

地 域:ウ ズ ベ キスタン

図11 GI BYF型 地機(汎 用機)の 分 布

   ○一イ ラン系民族

図12 GI BYF型 地機(汎 用機)
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民 族:イ ラン系

   タシ"ク人 【UGF-1】(図12)

②GIBYC型

 このGIBYC型 の 地 機 の 構1造上 の 特 徴 と し て は 、

前 部 経 糸 保 持 具 が 杭(経 糸 保 持 棒)、 後 部 経 糸 保 持

具 が 横 木(経 糸 保 持 棒)、 あ る い は、 紐(経 糸 保 持

紐)で 構 成 され て い る こ と、 開 口具 の 設 置 方 式 が 綜

続 固 定 ・開 口保 持 板 可 動 式 で あ る こ と、 綜 続 を逆Y

字 形 の 綜 続 固 定 具 に よ っ て下 か ら支 え て 固 定 して い

る こ と、 整 経 方 式 が 輪 状 整 経 式 で あ る こ とが あ げ ら

れ る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の とお りで あ る 。

(図13)

地 域:ウ ズ ベ キスタン

民 族:イ ラン系

   タシ"ク人 【UGC-4】 【UGC-5】

  :テユルク系

   ウズ ベ ク人 【UGC-1】 、 カザ フ人 【UGC-6】 、 トルクメ

   ン人 【UGC-2】 【UGC-3】(図14)

続 固 定 ・開 口 保 持 板 可 動 式 で あ る こ と、綜 続 を 三脚

の上 か ら吊 る して 固定 して い る こ と、 整経 方 式 が輪

状 整 経 式 で あ る こ とが 特 徴 とな っ て い る 。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の とお りで あ る 。

(図15)

地域:中 国 ・新 疆 ウイグ ル自治 区

民 族:テ ユルク系

   カサ"フ人(遊 牧 民)【XGC-2】

  :モンゴ ル系

   モンゴ ル人(遊 牧 民)【XGC-1】(図16)

図15 GI BTC型 地機(汎 用機)の 分布

   ●一テユルク系民族,劔 一モ ンゴル系民族

図16 GI BTC型 地機(汎 用機)

図13 GI BYC型 地機(汎 用機)の 分 布

   ○一イラン系民族,● 一テユル ク系民族

図14 GI BYF型 地機(汎 用機)

③GIBTC型

 このGIBTC型 の地機 の構造上の特徴 としては、

前部経糸保持具が杭(経 糸保持棒)、 後部経糸保持

具が横木(経 糸保持棒)、 あるいは、紐(経 糸保持

紐)で 構成されていること、開口具の設置方式が綜

④GIBUJ型

 このGIBUJ型 の地機の構造上の特徴 としては、

前部経糸保持具が杭(経 糸保持棒)、 後部経糸保持

具が横木(経 糸保持棒)、 あるいは、紐(経 糸保持

紐)で 構成されていること、開口具の設置方式が綜

続固定 ・開口保持板可動式であること、綜続 を弓状

の棒に紐で吊 り下げて固定 していること、整経方式

が擬似輪状整経式であることが特徴 となっている。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図17)

地域:ウ ズベキスタン

民族:テユルク系

   ウズベク人 【UGJ-1】(図18)

⑤GISTJ型

 ・,



図17 GI BUJ型 地機(汎 用機)の 分 布

   ●一テ ユル ク系民族

図19 GISTJ型 地機(汎 用機)の 分布

   ○ 一イラ ン系民族

図18 GI BUJ型 地機(汎 用機)

 このGISTJ型 の地機iの構造 上の特徴 としては、前

部経糸保持具が杭(経 糸保持棒)、 後部経糸保持具

が横木(経 糸保持棒)、 あるいは、紐(経 糸保持紐)

で構成されていること、開口具の設置方式が綜続固

定 ・開口保持棒可動式であること、綜続を三脚の上

から吊るして固定 していること、整経方式が擬似輪

状整経式であることが特徴 となっている。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図19)

地域:イラン

民族:テ ユルク系

   アゼルバイシ"ヤン人 【IGJ-1】(図20)

⑥G2SBF型

 このG2SBF型 の地機の構造上の特徴 としては、

前部経糸保持具と後部経糸保持具がともに横木(経

糸保持棒i)、あるいは、紐(経 糸保持紐)で 構成 さ

れていること、開口具の設置方式が綜続固定 ・開口

保持棒可動式であること、綜続を、石、木片、缶な

どを利用して下から支えて固定 していること、整経

方式が平整経式であることが特徴 となっている。

 また、分布 については、下記のとお りであ る。

(図21)

地域:イラン

民族:イラン系

図20 GISTJ型 地機(汎 用機)

図21 G2SBF型 地機(汎 用機)の 分布

   ○一イラン系民族, ● 一テ ユル ク系民族

図22G2SBF型 地機(汎 用機)

   クルド人(遊 牧民)【IGF-1】(図22)

  :テユルク系

   カシュカイ人(遊 牧民)【IGF-2】

⑦G2SYJ型

 このG2SYJ型 の地機の構造上の特徴としては、前

部経糸保持具 と後部経糸保持具が ともに横木(経糸

保持棒)、あるいは、紐(経 糸保持紐)で 構成され

ていること、開口具の設置方式が綜続固定 ・開口保

持棒可動式であること、綜続 を逆Y字 形の綜続固定
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具 に よ って 下 か ら支 え て 固 定 して い る こ と、 整 経 方

式 が擬 似 輪 状 整 経式 で あ る こ とが 特 徴 とな つ て い る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の と お りで あ る 。

(図23)

地域:中 国 ・新 疆 ウイグ ル自治 区

民 族:テ ユルク系

   ウイグ ル人 【xGJ-1)(図24)

図25 G2XXF型 地機(特 殊織 物専 用機)の 分 布

   O一 イラン系民族

図23 G2SYJ型 地 機(汎 用機)の 分布

   ●一テ ユル ク系民族
図26 G2XXF型 地機(特殊織物専用機》

図24 G2SYJ型 地機(汎 用機)

〈特殊織物専用の地機の型式 と分布〉

 以下の2種 類の地機の型式では、経糸の保持方式

が固定式で、整経方式が平整経式であることについ

ては共通 している。

①G2XXF型

 このG2XXF型 の地機は、むしろ織 り専用の地機i

である。この地機の構造上の特徴 としては、前部経

糸保持具 と後部経糸保持具に、いずれも紐(経 糸保

持紐)を 使用 していること、開口具の基本構成型式

が無綜続型、すなわち、開口具がそなわっていない

こと、緯打具 として、経糸を通す穴が1列 にあいた

板状緯打具を使用していることがあげられる。

 また、分布については、下記の とお りである。

(図25)

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

   ギーラーン人 【IGF-3】(図26)

②GXSFF型

 このGXSFF型 の地機は、細紐専用の地機である。

この地機の構造上の特徴 としては、前部経糸保持具

と後部経糸保持具に、いずれも杭(経 糸保持棒)を

使用していること、開口具の基本構成型式が単式輪

状綜続型、開口具の設置方式が綜続 ・開口保持具可

動式、開口具の操作方式が綜続 ・開口保持具手動式

であることがあげられる。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図27)

地域:ウズベキスタン

民族:テ ユルク系

   ウズベク人 【UGF-2】(図28)

図27 GXSFF型 地機(特 殊織物専用機)の 分 布

   ●一テ ユルク系民族
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図28 GXSFF型 地機(特 殊織物専用機)

2 枠 機 の 型 式 と分 布

 枠 機 に つ い て は 、 地域 的 に は、 イ ラ ンで19例 、 ウ

ズベ キ ス タ ンで8例 、 中 国 ・新 彊 ウ イ グ ル 自治 区 で

3例 の 調 査 を お こな っ た。 これ らの 事 例 の 民 族 的 な

区 分 で は 、 イ ラ ン系 の 民 族 が14例 、 テ ユ ル ク系 の 民

族 が16例 とな る(図29)。 以 上 、 総 計30例 の枠 機 の

うち 、29例 は 、 カー ペ ッ トを織 る た め の枠 機 で あ っ

た 。 また 、 残 る1例 は、 綴 織 で シ ョル ダー バ ッ グ用

の 布 地 を織 っ て い た が 、 この 枠 機 も本 来 は カー ペ ッ

ト用 の 枠 機 を転 用 して い た もの で あ る。し たが つ て 、

枠 機 は 、 基 本 的 には カー ッペ ッ ト専 用 の織 機 と して

位 置 づ け られ る。

     図29 枠機の分布
       ○一イラン系民族の枠機
       ●一テユルク系民族の枠機

 これらの枠機は、経糸の保持方式が固定式である

ことで共通 している。 したがって、構造 ・機能論的

な視点からの型式分類では、機枠の設置方式、経糸

保持具の構成 型式、整経方式、開口具の基本構成型

式 と設置方式、および、開口具の基本構成型式が無

綜続型であるばあいの外観が輪状綜続と共通する経

糸整列具の有無が重要である。これらのうち、機枠

の設置方式については、すでに述べているように、

水平式 と垂直式 と傾斜式の3方 式がある。ただし、

垂直式と傾斜式は、機枠が自立 しているか、立てか

けてあるかという違いがあるのみで、織 り手が機 を

織るときの姿勢や、枠機が占有するスペースについ

ては、ほとんど違いは認められない。 したがって、

以下の型式分類では、機枠の設置方式については、

便宜的に垂直式と傾斜式を一括 して、垂直 ・傾斜式

とする。 また、経糸保持具の構成型式には、機枠の

2本 の棒 を経糸保持棒 とした構成型式、機枠の2本

の棒を経巻き棒と布巻 き棒 とした構戒 型式、機枠の

1本 の棒 と機枠以外の1本 の棒を経糸保持棒 とした

構成型式の3型 式がある。ただし、これらの型式は、

経糸保持具の機能に注 目したばあい、2本 の経糸保

持棒による構成型式 と、経巻き棒と布巻 き棒による

構成型式の2型 式 となる。したがって、以下の型式

分類では、便宜的にこの2型 式によって分類をおこ

なう。そしてさらに、開口具の設置方式は、開口具

の基本構成型式に準拠 していることか ら、以下の分

類では、開口具の設置方式については、開口具の基

本構成型式のうちに包括する。なお、開口具の基本

構成型式が無綜続型のばあいには、外観が単式輪状

綜続型であ りなが ら、単式輪状綜続型の輪状綜続が、

綜続 としてではなく、経糸整列具 として機能してい

る例がある。このことは、枠機の構造 ・機能論的な

分類では、きわめて重要であるため、以下の分類で

は、こうした例については、他の無綜続型 とは区別

する。

 以上のような分類項目にもとついて、枠機の型式

分類 をおこなうと、枠機は11種 類の型式に分類され

る。それらの型式 を以下では、便宜的に、FHFFX

型、FHFFS型 、 FVFFZ型 、 FVFFS型 、 FVWFW

型、FVFCX型 、 FVFCZ型 、 FVFCS型 、 FVFJZ型 、

FVFJS型 、 FVFJW型 とし17)、以下には、これら11

種類の枠機の型式について、個別に基本構造の要点

と分布を記す。なお、分布については、該当する枠

機の国別の使用地域、および、民族 グループごとの

使用民族名 とコー ド番号を記す。

①FHFFX型

 このFHFFX型 の枠機の構造上の特徴 としては、

機枠の設置方式が水平式であること、経糸保持具が

2本 の経糸保持棒によって構成 されていること、整

経方式が平整経式であること、開口具の基本構成型

式が無綜続型であること、外観が輪状綜続と共通す
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る輪 状 綜 続 型 経 糸 整 列 具 が そ な わ っ て い ない こ とが

あ げ られ る 。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の とお りで あ る 。

(図30)

地 域:ウ ズ ベ キスタン

民 族:テ ユルク系

   ウス"ペク人 【UFF-3】(図31)【UFF-4】 、 トルクメ

   ン人 【UFF-1】

図32 FHFFS型 枠機の分布

   O一 イラン系民族

   ●一テユル ク系民族

図33 FHFFS型 枠機

図30 FHFFX型 枠機 の分布

   ●一テ ユル ク系民族

図31 FHFFX型 枠機

②FHFFS型

 こ のFHFFS型 の 枠 機 の 構 造 上 の 特 徴 と し て は 、

機 枠 の 設 置 方 式 が 水 平 式 で あ る こ と、 経 糸 保 持 具 が

2本 の経 糸 保 持 棒 に よ っ て構 成 され て い る こ と、 整

経 方式 が 平 整 経 式 で あ る こ と、 開 口具 の基 本 構 成 型

式 が 単 式 輪 状 綜 続 型 で あ る こ とが あ げ られ る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の と お りで あ る 。

(図32)

地 域:イ ラン、 ウズ ベ キスタン

民 族:イ ラン系

   クルト"人(遊 牧 民)【IFF-2】

  :テユルク系

   カシュカイ人 【IFF-1】、 トルクメン人 【IFF-3】(図33)

   ウス"ペク人 【UFF-2】 、 カサ"フ人 【UFF-5】

③FVFFZ型

 こ のFHFFS型 の 枠 機 の構 造 上 の 特 徴 と し て は 、

機枠の設置方式が垂直 ・傾斜式であること、経糸保

持具が2本 の経糸保持棒によって構成されているこ

と、整経方式が平整経式であること、開口具の基本

構成型式が無綜続型であること、外観が輪状綜続 と

共通する輪状綜続型経糸整列具がそなわっているこ

とがあげられる。

 また、分布につ いては、下記のとお りである。

(図34)

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

   ペルシア人 【IFF-6】

  :テユルク系

   アゼルバイシ"ヤン人 【IFF-4】(図35)

図34 FVFFZ型 枠機 の分 布

   O一 イラン系民族,● 一テ ユル ク系民族

 .・



図36 FVFFS型 枠機 の分 布

   0一 イラン系民族

図35 FVFFZ型 枠機

④FVFFS型

 このFHFFS型 の枠機の構造上の特徴 としては、

機枠の設置方式が垂直 ・傾斜式であること、経糸保

持具が2本 の経糸保持棒によって構成 されているこ

と、経糸保持具が2本 の経糸保持棒によって構成さ

れていること、整経方式が平整経式であること、開

口具の基本構成型式が単式輪状綜続型であることが

あげられる。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図36)

地域:イラン

民族:イラン系

   ペルシア人 【IFF-5】(図37)

⑤FVWFW型

 このFVWFW型 の枠機の構i造上の特徴としては、

機枠の設置方式が垂直 ・傾斜式であること、経糸保

持具が布巻き棒と経巻 き棒で構成されていること、

整経方式が平整経式であること、開口具の基本構成

型式が複合単式輪状綜続型であることがあげられ

る。

 また、分布については、下記の とお りである。

(図38)

地域:イラン

民族:イラン系

   へ.ルシア人 【IFF-7】(図39)【IFF-8】

⑥FVFCX型

 このFVFCX型 の枠機の構造上の特徴 としては、

       図37 FVFFS型 枠機

機枠の設置方式が垂直 ・傾斜式であること、経糸保

持具が2本 の経糸保持棒 によって構成されているこ

と、整経方式が輪状整経式であること、開口具の基

本構成型式が無綜続型であること、外観が輪状綜続

と共通する輪状綜続型経糸整列具がそなわっていな

いことがあげられる。

 また、分布については、下記の とお りである。

図38 FVWFW型 枠機の分布

   ○ 一イ ラン系民族

 ・・
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(図40)

地 域:イ ラン、 ウズ ベ キスタン

民 族:イ ラン系

図39 FWVFW型 枠機

   ペ ルシア人 【IFC-3】 【IFC-4】、 クルト"人 【IFC-9】

   (図41)、 タシ"ク人 【UFG2】

  :テユルク系

   アセ"ルバ イシ"ヤン人 【IFC-2】 【IFC-5】、ウズ ベ ク人

   【UFC-1】

⑦FVFCZ型

 こ のFVFCZ型 の 枠 機 の構 造 上 の特 徴 と して は 、

機 枠 の 設 置 方 式 が 垂 直 ・傾 斜 式 で あ る こ と、 経 糸保

持 具 が2本 の 経 糸 保 持 棒 に よ っ て構 成 され て い る こ

と、 整 経 方 式 が 輪 状 整 経 式 で あ る こ と、 開 口 具 の 基

本 構 成 型 式 が 無 綜 続 型 で あ る こ と、外 観 が 輪 状 綜 続

と共 通 す る輪 状 綜 続 型 経 糸整 列 具 が そ な わ っ て い る

こ とが あ げ られ る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の とお りで あ る 。

(図42)

地 域:イ ラン

民 族:イ ラン系

図40 FVFCX型 枠機 の分 布

   ○ 一イラ ン系民族,● 一テユルク系民族

図42 FVFCZ型 枠機の分布

   ○一イラン系民族

図41 FVFCX型 枠 機 図43 FVFCZ型 枠機
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   へoルシア人 【IFC-7】(図43)、 ロル人 【IFC-8】

⑧FVFCS型

 このFVFCS型 の 枠 機 の 構 造 上 の特 徴 と して は 、

機 枠 の 設 置 方 式 が 垂 直 ・傾 斜 式 で あ る こ と、 経 糸 保

持 具 が2本 の 経 糸 保 持 棒 に よ っ て構 成 され て い る こ

と、 整 経 方 式 が 輪 状 整 経 式 で あ る こ と、 開 口具 の基

本 構 成 型 式 が 単 式 輪 状 綜 続 型 で あ る こ とが あ げ られ

る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の と お りで あ る 。

(図44)

地 域:イ ラン、ウズ ベ キスタン

民 族:イ ラン系

   タリシュ人 【IFC-1】

  :テヱルク系

   トルクメン人 【IFC-6】 、 ウズ ベ ク人 【UFG3】(図

   45)

と、整経方式が擬似輪状整経式であること、開口具

の基本構成型式が無綜続型であること、外観が輪状

綜続と共通する輪状綜続型経糸整列具がそなわって

いることがあげられる。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図46)

地域:イラン

民族:イラン系

   パフチアリ人 【IFJ-2】(図47)

図46 F》FJZ型 枠機の分布

   O一 イラン系民族

図44 FVFCS型 枠機の分布

  0一 イラン系民族,● 一テ ユル ク系民族

図47 FVFJZ型 枠機

図45 FVFCS型 枠機

⑨FVFJZ型

 このFVFJZ型 の枠機の構造上の特徴 としては、

機枠の設置方式が垂直 ・傾斜式であること、経糸保

持具が2本 の経糸保持棒によって構成されているこ

⑩FVFJS型

 このFVFJS型 の枠機の構造上の特徴 としては、

機枠の設置方式が垂直 ・傾斜式であること、経糸保

持具が2本 の経糸保持棒によって構成 されているこ

と、整経方式が擬似輪状整経式であること、開口具

の基本構成型式が単式輪状綜続型であることがあげ

られる。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図48)

地域:イ ラン

民族:イ ラン系
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図48 FVFJS型 枠機 の分布

   ○ 一イラ ン系民族

   クルト"人 【IFJ-1】(図49)

⑪FVFJW型

 このFVFJW型 の 枠 機 の 構 造 上 の 特 徴 と して は 、

機 枠 の設 置 方 式 が 垂 直 ・傾 斜 式 で あ る こ と、経 糸保

持 具 が2本 の 経 糸 保 持 棒 に よっ て構 成 され て い る こ

と、 整 経 方 式 が 擬 似 輪 状 整経 式 で あ る こ と、 開 口 具

の 基 本 構 成 型 式 が 複 合 単 式 輪 状 綜 続 型 で あ る こ とが

あ げ られ る。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の と お りで あ る 。

(図50)

地 域:中 国 ・新 疆 ウイグ ル自治 区:

民 族:テ ユルク系

   ウイグ ル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】(図51)【XFJ-3】

図49 FVFJS型 枠機

3 高 機 の 型 式 と分 布

 高 機 につ い て は 、 地域 的 には 、 イ ラ ンで8例 、 ウ

ズ ベ キ ス タ ンで6例 、 中 国 ・新 疆 ウ イ グ ル 自治 区で

5例 の 調 査 を お こな った 。 これ らの事 例 の民 族 的 な

区 分 で は、、 イ ラ ン系 の 民 族 が8例 、 テ ユ ル ク系 の

民 族 が11例 とな る(図52)。 以 上 、 総 計19例 の 高機

は 、 い ず れ も汎 用 機 と して 位 置 づ け られ る もの で 、

織 られ て い た 織 物 の 種 類 も多岐 に わ た っ て い た 。

図50 FVFJW型 枠機 の分布

   ● 一テ ユル ク系民族

図51 FVFJW型 枠機

    図52 高機の分布
       O一 イラン系民族の高機
       ●一テユルク系民族の高機

 これらの高機は、整経方式が平整経式、開口具の

基本構成型式が複合単式輪状綜続型、開口具の設置

方式が番 目綜続可動式、開口操作方式が足踏み式、

であることで共通 している。 したがって、構造 ・機

能論的な視点か らの型式分類では、経糸の保持方式

と経糸保持具の構成型式、緯打補助具としての腕木

の有無、および、緯入補助具としての飛J'装 置の有
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無が重要である。すでに述べているように、高機の

経糸の保持方式には、固定式 と垂下式の2方 式があ

り、経糸保持具の構成型式には、経糸保持棒 と布巻

き棒による構成型式、経巻 き棒 と布巻き棒による構

成型式、錘 りの付属 した経糸保持棒と、布巻 き棒に

よる構成型式、錘 りが付属 した経糸保持棒 と錘 りが

付属した布巻き棒による構成型式の4型 式がある。

また、高機の緯打具である筬には、緯打補助具 とし

て腕木をそなえているものと、そなえていないもの

がある。そしてさらに、緯入具が緯入補助具 として

の飛杵装置をそなえているばあい と、そなえていな

いばあいがある。 したがって、これらの違いか ら、

高機は8種 類の型式の分類される。それらを以下で

は、便宜的にTFIXX型 、 TFIAX型 、 TF2XX型 、

TW3XX型 、 TW3AX型 、 TW3XF型 、 TW4XF型 、

TW4AX型 とし18)、以下には、これらの高機iの型式

について、個別に基本構造 の要点と分布を記す。な

お、分布については、該当する地機の国別の使用民

族名 とコー ド番号を記す。

①TFIXX型

 このTFIXX型 の高機の構i造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が固定式であること、経糸を経糸保

持棒 と布巻 き棒に張 りわたしていること、緯打補助

具としての腕木がそなわっていないこと、緯入補助

具としての飛杵装置がそなわっていないことがあげ

られる。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図53)

地域:イラン

民族:イラン系

   へOルシア人 【ITF-81(図54)

②TFIAX型

 このTFIAX型 の高機の構i造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が固定式であること、経糸を経糸保

持棒 と布巻き棒に張 りわた していること、緯打補助

具として腕木がそなわっていること、緯入補助具と

しての飛秤装置がそなわっていないことがあげられ

る。

 また、分布 については、下記の とお りである。

(図55)

地 域:イ ラン

民 族:イ ラン系

   タリシュ人 【ITF-1】(図56)

図53 TFI XX型 高機 の分布

  O一 イラン系民族

図54 TFI XX型 高 機

図55 TFl AX型 高機 の分 布

  O一 イ ラン系民族

図56 TFI AX型 高機
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③TF2XX型

 このTF2XX型 の高機の構造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が固定式であること、経糸を経巻 き

棒 と布巻き棒 に張 りわたしていること、緯打補助具

としての腕木がそなわっていないこと、緯入補助具

としての飛杵装置がそなわっていないことがあげら

れる。

 また、分布については、下記の とお りである。

(図57)

地域:イ ラン

民族:イラン系

   ペルシア人 【ITF-5】(図58)

格 子 縞 と経 緋 の併 用 織 物 、 お よび 、 木 綿 を繊 維 素 材

と した 二 重 織 の紋 織 物 な ど、 一 般 に高 級 織 物 と して

位 置 づ け られ る織 物 を織 るた め に使 用 さ れ て い た。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の と お りで あ る 。

(図59)

地 域:イ ラン

民 族:イ ラン系

   へ.ルシア人 【ITF-2】(図60)【ITF-3】 【ITF-4】

   【ITF-6】 【ITF-7】

図59 TW3XX型 高機の分布

  ○一イラ ン系民族

図57 TF2XX型 高機の分布

  0一 イラン系民族

図60 TW3XX型 高機

図58 TF2XX型 高

④TW3XX型

 このTW3XX型 の高機の構造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が垂下式であること、経糸を錘 りの

付属 した経巻 き棒 と布巻き棒に張 りわたしているこ

と、緯打補助具 としての腕木がそなわっていないこ

と、緯入補助具としての飛仔装置がそなわっていな

いことがあげられる。なお、この型式の高機では、

絹を繊維素材 とした、ビロー ド、緯錦、無地の綾織、

⑤TW3AX型

 このTW3AX型 の高機の構造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が垂下式であること、経糸を錘 りの

付属 した経糸保持棒 と布巻き棒に張 りわたしている

こと、緯打補助具として腕木がそなわっていること、

緯入補助具 としての飛杵装置がそなわっていないこ

とがあげられる。

 また、分布については、下記 のとお りである。

(図61)

地域:ウズベキスタン、中国 ・新疆ウイグル自治区

民族:テ ユルク系
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ウズ ベ ク人 【UTF-6】 、 ウイグ ル人 【XTF-1】

【XTF-2】 【XTF-3】(図62)【XTF-4】 【XTF-

5】

図63 TW3XF型 高機 の分布

  ● 一テ ユル ク系民族

図61 TW3AX型 高機の分布

  ●一テ ユル ク系民族

図64TW3XF型 高機

図62 TW3AX型 高機

⑥TW3XF型

 このTW3XF型 の高機の構造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が垂下式であること、経糸を錘 りの

付属 した経糸保持棒 と布巻 き棒に張 りわた している

こと、緯打補助具 としての腕木がそなわっていない

こと、緯入補助具 として飛杵装置がそなわっている

ことがあげられる。

 また、分布については、下記の とお りである。

(図63)

地域:ウズベキスタン

民族:テユルク系

   ウズ ベ ク人 【UTF-3)【UTF-41(図64)

   【UTF-5】

⑦TW4XF型

 このTW4XF型 の高機の構造上の特徴 としては、

経糸の保持方式が垂下式であること、経糸を錘 りの

付属した経糸保持棒と、錘 りの付属 した布巻き棒に

張 りわ た して い る こ と、緯 打 補 助 具 と して の腕 木 が

そ な わ って い な い こ と、 緯 入 補 助 具 と して の 飛 杵 装

置 が そ な わ っ て い な い こ とが あ げ られ る 。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の と お りで あ る 。

(図65)

地 域:ウ ズ ベ キスタン

民 族:テ ユルク系

   ウズ ベ ク人 【UTF-2】(図66)

⑧TW4AX型

 このTW4AX型 の 高 機 の 構 造 上 の 特 徴 と して は、

経 糸 の 保 持 方 式 が 垂 下 式 で あ る こ と、 経 糸 を錘 りの

付 属 した 経 糸 保 持 棒 と、錘 りの 付 属 した布 巻 き棒 に

張 りわ た して い る こ と、 緯 打 補 助 具 と して 腕 木 が そ

な わ って い る こ と、緯 入 補 助 具 と して の 飛 仔 装 置 が

そ な わ っ て い な い こ とが あ げ られ る 。

 ま た 、 分 布 に つ い て は 、 下 記 の とお りで あ る 。

(図67)

地 域:ウ ズ ベ キスタン

民 族:テ ユルク系

   ウズ ベ ク人 【UTF-1】(図68)
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3.構 造 ・機能 論的な傾向

 ここでは、前節でおこなった型式分類にもとづ き、

地機と枠機 と高機の構造 ・機能論的な傾向をあきら

かにする。

図65 TW4XF型 高機の分布

  ● 一テ ユル ク系民族

1 地機

 地機は、前節において、汎用機 と特殊織物専用機

に大別 し、調査対象とした14例 の汎用機を7種 類の

型式、2例 の特殊織物専用機を2種 類の型式に分類

した。 したがって、以下では、汎用機 としての地機

の分類項 目ごとの構造 ・機能論的な傾向、汎用機 と

しての地機の型式全般にわたる構造 ・機能論的な傾

向、特殊織物専用機としての地機の構造 ・機能論的

な傾向をあきらかにする。

図66 TW4XF型 高機

図67 TW4AX型 高機の分布

  ●一テユルク系民族

図68 TW4AX型 高機

 1)汎 用機の分類項目ごとの構造 ・機能論的な傾向

 汎用的な地機は、経糸保持具の構成型式、整経方

式、開口具の設置方式、綜続固定具などの違いにも

とついて分類 した。 したがって、以下では、これら

の分類項目ごとに、汎用機の構造 ・機能論的な傾向

をあきらかにする。

〈経糸保持具の構成型式について〉

 経糸保持具の構成型式には、経糸保持具が杭 と横

木、 あるいは、杭 と紐 で構成 された杭 ・横木型

(杭 ・紐型)と 、経糸保持具が2本 の横木、あるい

は、2本 の紐で構成 された横木型(紐 型)が ある。

これらの経糸保持具の構成型式の違いは、織物の長

さとも対応 していると見られ、杭 と横木で構成した

型式では、一般に経糸の全長が20mを 超えているの

に対 して、2本 の横木で構成 されている型式では、

経糸の全長は20m以 下 となっている。このことは、

長い織物を織るばあいには、経糸保持具が杭 ・横木

型(杭 ・紐型)の ほうが適していることを反映 して

いると考えられる。

〈整経方式について〉

 整経方式では、平整経式 と輪状整経式と擬似輪状

整経式の3方 式を確認 している。地機では、経糸保

持具に経巻 き機能や布巻 き機能がそなわっていない

ことから、おなじ長 さの織物 を織 るばあいには、平
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